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力強い墨線表現と豊かな色彩表現が相乗効果となって表され、著しく古色付いた原本からでは容易に想像で
きない絵画世界が提示されるものとなった。古典絵画の復元研究は、常に情報不足のなかでおこなわれる宿
命にある。本研究における復元模写は、特に情報が乏しいなかで進められたものであったが、逆に断片的な
情報と情報の間を繋ぐ想像力と妥当性という復元研究の本質を見出し、積極的なアプローチをおこなった作
品として評価できるものである。 
 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
中国唐朝文化を受け継ぐ奈良時代の仏教美術の遺品は少なく、本図の正式名称である釈迦霊鷲山説法図を
題材に取り上げたものは僅かで、重要文化財「釈迦霊鷲山説法図」(鎌倉時代) 、中国敦煌莫高窟壁画等があ
るが、本図のような背景に山崖を配した遺品は前例がない。本図についてこれまでも多くの先行研究が行わ
れてきたが、釈迦三尊像の台座から下の部分、天蓋上部の背景部分等、全体的に損傷と褪色が著しく研究の
妨げになってきた。同時に奈良時代の現存する作品数が少ないため、当時の全体像を想像することは容易で
はなかった。故に本図を復元模写をする事は大変な困難を伴い、過去には一度も試みられてこなかったが、
今回初の挑戦となった。 
本図は欠損部と褪色が著しく、全く解らない部分の扱いをどのように対応していくかの試行錯誤に多くの
時間がかかってしまった。実際の復元を行うための時間配分に問題は残ったが、その決断は大きいものがあ
った。実際には本作品を完全復元をする事は困難であるという決断に至り、現存している部分を中心に、可
能な限りを参考資料と科学的分析結果を参考にし、描かれた当時と同一素材で再現できる限界に挑戦するこ
とを目的にした。 
先ず、残された線描を頼りに線描きを行い白描の下図を作り、確実に解る部分のみを加筆していった。そ
の結果、描かれた当時の線描による下図の現状が明らかになってきた。そして科学的分析結果や作家として
の目視による経験値を加味することにより、過去に体験する事が出来なかった制作過程を体験することがで
きた。また色彩においては、褪色により現状の色とは大きく異なっているため、作家としての力量が大きな
比重を占めた。上部空の藍色、釈迦の法衣の朱、背景の山水の緑青等色彩のバランスを考えながら、過去に
再現出来なかった復元模写を作り出す事に成功した。欠損が大きく不明な部分はあえて描き加えず目障りに
ならない程度の色に抑えて表現した。 
今まで欠損が多く褪色が進んでいる本図のような作品を、実際に絵を描く高度な技術と能力を取り入れた
立場から復元模写に取り組んでいく姿勢は、東京藝術大学の大きな特徴として、誰もがなし得なかった新し
い研究として成果をもたらすことになる。 
